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キャサリン マンスフィ ルドは ロンドンで作家として生きようと 歳で故郷ニュ ジ ランド
を後にし 結局二度と祖国の家族の元に戻らなかった 最愛の弟が戦時下の演習中に死んだことをきっかけ
に マンスフィ ルドが自らの幸せな子供時代を作品に残すことを決意したというのは大変有名な逸話だ
が 実はその前から彼女はニュ ジ ランドの思い出を題材にした作品を著している その中の一つ
年に書かれた 小さな女の子 は 彼女自身と父親の関係に由来する作品である 作品中で 主人公の少女
は父親を恐れている 彼はヴィクトリア時代の父親として彼女に厳しく接し 自分の家庭に課する厳格な規
律に自信を持っている 少女は 父親への恐怖心から彼を避けるが ある晩 悪夢を見てうなされた時に
父親にその感情を静められたのをきっかけに 次第に歩み寄り始める マンスフィ ルドに関して言うと
彼女は正にヴィクトリア朝的な父親に反抗し 自分の思う芸術家としての生き方をしようとロンドンへ渡っ
た しかし 不幸なことに 彼女は次 と病に苦しみ 心も傷ついた そのような経験を通して 彼女は
ニュ ジ ランドでの家族との思い出の大切さに気付き 次第にありのままの父親を認め 受け入れるよう
になる 作品中の少女は転機を経験し 一種の啓示を受ける そして 作者が その少女の繊細な感情を描
くことに成功しているのは 少女が作者の経験や感情を映し出しているからに違いない この論文では 小
さな女の子 を精読し 家族との思い出を書くことで自己を振り返り多くの作品を生み出した作家としての
マンスフィ ルドの出発点を明らかにする
ニュ ジ ランド 家族 ヴィクトリア朝の倫理 父親 娘
期を迎えていた 是が非でもそこを再び訪れ 作家として
身を立てたいという強い思いから 両親の反対を押し切
キャサリン マンスフィ ルド り 彼女はロンドンへとやって来る 歳 ケ月の時で
は 日常生活の何気ない営みや情景を細やかに あった
描写することに卓越していた 彼女の作品には何ら大きな これは彼女にとって最初の大きな転機となる 彼女の父
事件は起こらず 登場人物の感情の揺れや喜怒哀楽がそこ は典型的なヴィクトリア人であり 国運が最盛期にあった
はかとなく漂い 透明感溢れる筆致で描かれている 英国の恩恵に与り植民地の 世紀ニュ ジ ランドで色
ニュ ジ ランドに生まれ 両親 祖母 叔母 姉 人 な事業を手掛け 短期間で社会的地位を獲得した新興ブル
妹 弟と共に子供時代を何一つ不自由なく暮らした彼女で ジョアジ である 勤勉の賜物としての こうした新しいタ
あるが 植民地ニュ ジ ランドでの成功者 ステイタス イプの父親が登場し 当然 彼等は自らの子弟に成功の恩恵
の証として子弟に教育を授けようという父親が 本国イギ を与えようとしたが 一方 その自負心は
リスに娘達を留学させたことで 彼女の運命は大きく動き という考えを生み
始める 彼女は 歳から 年に及ぶ留学時代をロンドン 父親達は自らの威厳を誇示して止まず ヴィクトリア朝の
という目新しく広い世界で過ごしたが その教育が一区切 父親の倫理 信念を子供達に強要した そうした時代に
りついたとする父親の一方的な意向でニュ ジ ランドに マンスフィ ルドはそうした父親の期待に応えようとした
否応なしに 呼び戻され り その重荷で挫折したりするのではなく 激しく反発し
てしまう 当時のロンドンは世界で最も魅力的であり 華 ロンドンに来てしまった そしてその後 故郷に二度と戻
やかでエキサイティングな都市であったので 若く好奇心 らなかった
溢れる彼女にとっては パンドラの箱が開かれてしまった ニュ ジ ランドでの過去に背を向けてしまった彼女
かのようであった かつての大英帝国の繁栄も色褪せ 一 は 父親から年間約 ポンド 後に ポンドの仕送り
時の経済的な活力が消え失せていたとは言え そこで耳に を受け続けたとは言え 精神的に父親からの自立を求めて
するもの 目にするもの 触れるもの総てが文化的に爛熟 模索した それは 父によって敷かれた既成のシステム














    
 
    
  

      
 
    
   
 









     
  
    






    
   
 

   
 































do anything It is powerful.…
reluctantly and rebelliously
*
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マンスフィ ルド 小さな女の子 に見られる啓示
倫理や秩序 に捉われず 若い生命力で自分の価値基準を ニュ ジ ランドでの思い出を作品に描くことこそが自分
獲得しようとするものであった その一つの結果が の義務であると気付いた




これが彼女には 番目の転機となり その後 いわゆる彼
女のライフワ クとなる ニュ ジ ランドもの を次
と著し充実させることになる そこには 彼女の家族ビ
チャム一家によく似た家族が登場する 小さな女の子
イギリスに戻った彼女は ドイツに滞在していた時の環境 は そうした ニュ ジ ランドもの の先駆けとも位置づ
やそこに生きる人 を冷静な目で見つめ痛烈に批判するの けられ 彼女自身の子供時代の心持ちが投影されている
ではなく 何か もっと自分でなくては書けない 手応え マンスフィ ルドは 大人はもちろんだが 子供の描写
や充実感を味わえる 満足のゆくものを著したいと思わず むしろ 子供の気持に自分が入り込んで その経験やそこ
にいられなかったのであろう 日記の次の箇所にその心情 で抱く感情を描くことが巧みである バ クマンは
が表れている
こそが最も評価されると述べ





ろう この頃 彼女は日記の中で に戻る自分をイ
メ ジしており ニュ ジ ランドの子供時代への回帰も
彷彿とさせる
この論文では マンスフィ ルドが 自らの原点 を探




の発見 そして マンスフィ ルドにとって祖父にあたるア サ ビ
との出会いによって心が安定し チャム が 植民地化が進むオ スト
を取り戻すチャンスを得たことが挙げられる ラリアにロンドンから 歳という若さで渡ったのは
倫理を押し付ける父から逃れれば何かができると考え 年のことであった 当時の世界は金鉱の発見に血眼になって
何よりも幸せを手に入れるのだと決意したマンスフィ ル いたのだが 彼も金の採掘者として あるいは商店主として
ドであったが こうして 自然とまず自分の原点を見つめる あちこち住所を転 と変えながら生活した 年に彼は妻
ことになる バ クマン は この心境 と 歳の息子ハロルド ビ チャム
の変化を 年に書かれた詩の一節 キャサリンの父 を連れて隣の島ニュ ジ ランドに移り住
んだ 時には経済的に苦しい生活を強いられたが 彼は
の中に
見出し という性格で乗り切った 一方 息子の
と述べ ハロルドは 家族の中で と呼ばれたア サ のエ
ている 小さな女の子 年 が ネルギッシュで独立心に満ちた性質を受け継いでいたが そ
書かれるのに そのような経緯があったと考えられる の根無し草のような生活を嫌い 自分自身は早くから安定し
そして 年後の 年 ロンドンに来た最愛の弟レズ た生活を築く努力をした その結果 数 の事業で成功し
リ ビ チャム との再会によっ 後にニュ ジ ランド銀行の頭取にまでなった 裕福な暮ら
て 自分達の幸せな子供時代を楽しく振り返る機会を得 しであったが お金にうるさく 総て自分中心の父親に マ
た 不幸にも 第一次世界大戦に備えた演習中に彼は命を ンスフィ ルドは生涯複雑な思いを抱いた 彼は子供達の
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Now now I want to write recollections of my
own country. Yes, I want to write about my own
country till I simply exhaust my store… Ah, the
people the people we loved there …, too, I
…I cannot have the republished want to write. Another ‘debt of love’ .
under any circumstances. It is far too and
I don’t even acknowledge it today.… It’s positively
juvenile, and besides that it’s not what I mean ; it’s
a lie .
Miss M ’s ability to recapture the living heart
I have a perfectly frantic desire to write something of childhood experience
really ﬁne and an inability to do so which is
inﬁnitely distressing, as you may imagine. Howev-
er, let’s make the attempt even though it should
come to nothing at all great . Whenever she sought her material in the experi-
ence of her childhood she struck a hidden source of
power, an authenticity of knowledge of the secret
child depths of character, of delicate, conﬂicting inter-
relationships that vibrate in overtone through-
out the narrative .
I am become a little child again. I know not the
world, the ﬂesh and the devil. I live only, only in ,
my imagination. All my are there and my
and my ambitions .
her
ﬁrst serious illness of the lungs
M her “real self” Arthur B
Sylvia B Harold B ,
I, a woman, with
the taint of the pioneer in my blood, /Full of a youthful
strength that wars with itself and is lawless.… lively, vigorous, voluble,with amarked streakof eccen-
With distance and a little time she was coming tric imagination
































等で マンスフィ ルドが求めていた心を であり
揺さぶる芸術とは掛け離れていた 言い換えれば 彼女は と が受動態になっていることで 自分はもちろん
父親の 実利主義的価値を拒絶する手段としての芸術の だが 他の人にも 父親は恐れられ避けられるべき人物か
追求 を目指したのであった 彼は 成功した実業家と も知れない という彼女の気持が表れている 冒頭の
して娘達に恥ずかしくない教育を受けさせるべくイギリス が効果的であり 周囲の大人から見たら
に留学させたが 充分だと思う年月が過ぎると 本人達の 父親はきっと違う印象なのではないかと注意深い読者には
気持にお構い無しに ニュ ジ ランドに帰国させる 自 予め想定させている 父は朝出掛ける前に子供部屋に来て
立心が強く 探求心が旺盛な英国人に似て マンスフィ をするが この おざなり という表
ルドと父親は 自分達それぞれの目標を追い続けるという 現も 正に少女の気持そのものであろう 少女は 父親が
点で似ていた そのことが 父娘の双方に激しい反発を 出掛けるとほっとする
招いたのだろう
独立独歩の精神 勤勉と忍耐 実務能力 頑固さに厳格
さ 等 総てを備えたヴィクトリア朝の父親は 家族を 自
分流に 守ることに一生懸命な男性であるハロルドに体現さ この文章は 入り江にて で スタンリ が朝から 時間
れ その姿は ニュ ジ ランドもの におけるスタン が無い とか 杖が見つからない などと大騒ぎした挙
リ バ ネル のモデルとなった 句 仕事へと出掛けて行く場面を彷彿とさせる
他の作品にも この父親の姿を思わせる人物が登場する 例 キザイアは 父親の大きな声や命令口調 めがね越しに
えば 新しい服 の父親は お金に細か 覗き込む視線が怖い それゆえ 父親のブ ツを脱ぐ手伝
く 妻が無駄遣いをするのではないかといつも目を光らせ いを母親に命じられると わざとゆっくりゆっくり階段を
一旦それが見つかると 口うるさく文句を言う また 亡 下りて父親の方に行く ところが 母親はもちろん 同居
き大佐の娘達 に している祖母も 家政婦のアリス も この父親を
登場する父親は 生前 娘達に恐れられ 死後もその霊の存 さほど怖がっていない アリスは 少女に 怖い夢を見た
在感とでもいうものが彼女達を怯えさせる からといって を起こしてはいけません などと
しかし ここで忘れてはならないのは マンスフィ ル 言う 父親の一面しか見ていない 見ようとしないこの少
ドは父親に反発を感じたに違いないが その一方で 家族 女だけが父親を恐れていることが容易に想像できる そし
として当然 愛情も感じていたということである て更に 少女が父親に抱く印象の誤りを示唆するかのよう
に 作品のそこここに父親の憎めない姿が垣間見られる
例えば 教会で説教を聞き 熱心にメモを取っている内に
という愛憎両面の気持は 小さな女の子 に描か 眠気が襲ってきたのか 父の目が細くなる また 日曜の
れる父親像に見ることができる 午後には 雑誌を読む妻の横で 安心しきって 顔にハン
カチを掛けていびきをかいて熟睡する父の姿がある
このように自分一人だけが父を怖がるキザイアだが 何
小さな女の子 の主人公には 作者自身のニュ ジ ラ となく興味を引かれて 父親の近くにそっとおずおずと近
ンド時代の愛称であるキャス という呼び名が最初 付いてみたりもする 父親が帰って来る時には階段の手す
の原稿で使われていたが マリが編集した版では ドイツ風 りにもたれてその声を聞いているし いびきをかいて眠る
にアレンジしたキザイア という名前に変えられて 父親の近くのピアノの椅子に腰掛けて じっと目を凝らし
いる キザイアという名は マンスフィ ルド自身を思わ て彼を見つめている 父親は 目覚めて体の伸びをして時
せる少女の名として 前奏曲 入り江にて 間を尋ね 彼女を見ると
人形の家 でも と言う ふくろう
使われている キャスやキザイアという名前の使用は マン は 知恵の女神アテナのシンボルで キザイアが物事の隠
スフィ ルドが自分の子供時代の経験を作品に生かしてい れた真理を悟るという展開の伏線とも考えられ 後に父親
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music, painting, debate and social To the little girl he[her father] was a





And oh, the glad sense of relief when she heard the
noise of the buggy growing fainter and fainter
down the long road! p.
Stanley Burnell
In the portrait of Stanley Burnell, energetic, impa- Oh, the relief, the di erence it made to have the
tient, authoritative, ba ed by subtlety, desperate- man out of the house. Their[The women’s] very
ly in need of a ection, somehow pathetic because voices were changed as they called to one another ;
somehow lost, Harold Beauchamp perhaps a- they sounded warm and loving and as if they
chieved his deepest success . shared a secret. p.
New Dresses
The Daughters of the Late Colonel Alice
poor pa
Katherine was torn between her hatred of his philis-




Prelude Don’t stare so, Kezia. You
At the Bay The Doll’s House look like a little brown owl. p.
He was so big his hands and his neck, especially his
mouth when he yawned. p. She[Else] was a tiny wishbone of a child, with



















マンスフィ ルド 小さな女の子 に見られる啓示
エルスは 貧乏であるという理由で 姉と共に学校で仲間 来事は 主人公が父親を怖がり 遠ざけたい気持の最高点
はずれにされているのだが キザイア この作品の主人公 に達したところで それが次第に下降し 彼女が理解の最
の好意で やっとド ルハウスをほんの少しの時間見せて 終章へ導かれるという流れを準備する と同時に 言葉




れば 生きることの意味を象徴する そうした真理を見出 ある晩 キザイアの母親が体調を崩し 祖母が付き添っ
したのが ふくろうに譬えられたエルスだったのである て病院に行くことになる キザイアは 普段から恐れてい
小さな女の子 では キザイアが父親を怖がり 父親の る父親と 人きりでいることに加えて いつもの怖い夢を
前ではきちんと正確に話そうとするあまり 無意識に緊張 見た時 助けてくれる祖母がいないということに大きな不
して とか 安を感じる キザイアが父親の原稿を破いてしまったこと
等とどもってしまうのであるが このどもりについては でひどく怒られて 定規で叩かれた時にも祖母が慰めてく
新しい服 の主人公へレン にも見られる こち れたのだが こうした優しい祖母と孫の関係は 新しい
らは どもる場面が具体的に書かれず 学校で覚えてきて 服 や後の ニュ ジ ランドもの によく見られる マ
わざとやっているに違いない と母親が怒ることで ヘレ ンスフィ ルド自身が 病弱な母親に代わって面倒を見て
ンが両親に疎んじられているという事実を確認しているに くれた祖母に大きな愛着を覚えていたという事実が影響し
過ぎない ているのであろう
どもりは 緊張のあまり スム ズに言葉が口から出て 父親が普段から漂わせる厳しさが少女の恐怖心を生み
来ないことであるが 他人とのコミュニケ ションを円滑 夢となって襲ってくる 人殺しがナイフとロ プを持っ
に取る能力の欠如の一つと考えられる キザイアは 言葉 て 恐ろしい笑みを浮かべてどんどん近づいてくる これ
を介しての関係が父親とうまくいかないのだが 興味深い は キザイアが恐れている父親の姿 言い換えれば 世
ことに この作品では 最終的に 言葉 という限界 を 紀ヴィクトリア朝時代の家父長の倫理や価値観の行使その
越えたところに父と娘の真の人間関係が生まれることにな ものを表しているに違いない また その恐怖心は 過剰
る まず 言葉を超越した人間理解 という結末を導くも な生命力 にも向けられているように思われる この作品
のとして 少女が父親の誕生日プレゼントに の父親は キザイアが持つ印象としては生命力の塊であ
針刺し を作ることを祖母から提案されて こともあろう る マンスフィ ルドは 故郷ニュ ジ ランドを離れて
に 父親が港湾局での講演の為に用意した大事な原稿を破 ロンドンに渡ったほんの数年後から体調不良に悩まされ
いてその中の詰め物にしてしまうという事件が起こる 流産や 性病 関節炎 肋膜炎 肺結核 それらに伴う高
実際 マンスフィ ルドの父親は 熱や痛みなど 苦しみは数え切れず 病と共に作家生活を
のメンバ であったから ここでも父親像が重なり 歩んだ そして 彼女が常に死と直面していたことで
を見せる 最初 キザイアは詰め物に使う を探し 生 への憧れや希望を作品に漂わせることができたのだ
ていたのだが 父親の大事な原稿が彼女にとっては格好の が 生きたいという気持が強い半面 あまりにもエネル
になった訳で ここでも 言葉 に対して父娘が持 ギッシュなものに対して恐れを感じていたようにも思われ
つ正反対の価値観が巧みに描かれる 夜になって 原稿が る そうした彼女の気持を映すかのように 他の作品中で
無いと父親が気付いた為 家中大騒ぎになり ついに母親 も あまりにも生命力のあるものに対して恐怖を感じる女
が子供部屋に来てキザイアに尋ねたところ 彼女が悪気な 性を描いている 例えば 前奏曲 や 入り江にて で描
くちぎって 針刺しの中に詰めてしまったのだとわかる かれる病弱な女性リンダは 熱烈に彼女を愛する夫を 飛





その後 彼女は益 父親を恐れ 近付かなくなる この出 おばあちゃん と叫びながら目を覚ますと ベッドの横に
恐怖から理解へ
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“Sit up,” he commanded, “and hold out your hands.







She made a cup of her hands and caught the tiny
bird and stroked its head with her ﬁnger. It was
Then father came into the room with a ruler in quite tame. But a funny thing happened. As she
his hands. stroked it began to swell, it ru ed and pouched, it
“I am going to whip you for this,” he said. grew bigger and bigger and its round eyes seemed
“Oh, no, no!” she screamed, cowering down under to smile knowingly at her. Now her arms were
the bedclothes. hardly wide enough to hold it and she dropped it
He pulled them aside. into her apron. It had become a baby with a big
naked head and a gaping bird-mouth, opening and
You must be taught once and for all not to touch shutting. p.
























現しようと 歳で故郷ニュ ジ ランドを後にした そし
て ロンドンにやって来てから その目的の為に様 な経
父親も自分と同じ位小さな存在だと示す様 な要素 疲 験をして 自分の才能を生かす生き方としての自己実現
れ 孤独 悲しみ を感じ取り 父も人間なのだと気付く を目指して一生懸命にもがいた ところ
驚きだった しかし 驚き はっとしたのは少女だけで 周 が もがけばもがくほど 自らの思い通りにはならない 奔
囲は何も変わっていない 父親もこれまでと同じである 放に暮らし 現実の生活にも次 と躓き 傷ついた 渡英し
人が皆 それぞれ一生懸命生きていることの美しさを少女 て数年後からは数 の病や体調不良に悩まされ 孤独や苦
は思う そして 少女の溜め息を聞いた父が問いかける しみを味わうことになるが それでもなお あるいは そう




ニュ ジ ランドの父親や家族を眺めると 総てが懐かし
生まれる前の赤ん坊が母親の心音を聞いて成長するよう い思いに包まれてしまう あれ程厭わしいと思えたこと
に ここで 父親の心臓の鼓動は少女の命と連動する キ も 愛おしいものと変わり やがて 総てを許し 認め
ザイアが父親の鼓動を直接感じることで つまり 同じ人 受け入れられるようになった そしてそれは そのまま
間として かけがえのない命を言葉を介さず感じることに 小さな女の子 のキザイアに投影される 言葉を換える
よって 彼女の心の中の垣根が取り払われ 父親への恐怖 と 父親を怖がっていた頃の主人公 定立 ヴィクトリア
を思いがけず乗り越えることができた 父親との関係の中 朝倫理を身に付けた父親 反定立 自分とは相反するもの
に言葉の障害 を抱えていた少女にとって この をそのまま受け入れる主人公 綜合 の正反合による弁証
どもる という行為が父への恐れを表現し そうした感情 法的手法が使われている 総てのものを受け入れ それを
が外に見える形で溢れていたのだが 最後の場面でそのど 愛おしく思う 叡智 に基づいた世界観を キザイア及び
もりがいつの間にか克服されている は 作家マンスフィ ルドにとっての啓示として 彼女はこの
の胸につけられている のしるしが 最後の幕が 作品の中で表現し得たと言えよう そしてその意味で こ
下りる寸前に 彼女の胸から落ちることによって 和解 の作品は 後に続く ニュ ジ ランドもの の先駆けと
がうまれたことを観客に暗示する役割 を持つと考えられ なったと言えるのである
る この 言葉 の持つ限界という観点から作品を読み
解くことで 結末に対する 収容 受諾 恐怖とマゾヒズ
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New York : The Ecco Press,
J. Middleton M ,
(London : Constable and Co., Ltd., ), p.
.
This is a story of generational and sexual
based on Kezia’s imagining of com-
monality with her father rather than on recogni-
tion of his superiority or his power. She draws
close to him as she perceives him as like herself
su ering, isolated, pitiable and, intriguingly, yet
Macdonald unthreateningly, di erent.… Katherine Mansﬁeld
here is tentatively positing a female sexuality
whose basis is reﬂective, based on similarity rather
than di erence .
Tired out, he slept before the little girl. A funny
feeling came over her. Poor father! Not so big,
after all and with no one to look after him.… He
was harder than the grandmother, but it was a nice
hardness.… And every day he had to work and
was too tired to be a Mr. Macdonald.… She had self-reliance
torn up all his beautiful writing.… She stirred
suddenly, and sighed. p.
self-realization
“What’s the matter?” asked father. “Another
dream?”
“Oh,” said the little girl, “my head’s on your self-identification
heart; I can hear it going. What a big heart you’ve





The Short Stories of Katherine Mansﬁeld


















マンスフィ ルド 小さな女の子 に見られる啓示
カプラン著 大澤銀作訳 マンスフィ ルドとモダニ
ストの小説の起源 東京 文化書房博文社
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ERAMOTO
: Katherine M left New Zealand when she was years old, yearning for a life as a
writer in London. She never returned to her homeland where her family lived. It is well known that
her beloved brother’s death in battle prompted her to write about her happy childhood. As a matter
of fact, she had already written some stories based on her memories of New Zealand. ‘The Little Girl,’
written in , is one of them and derives from the relationship between Katherine M and her
father. In the story, a girl (the protagonist) feels scared of her father (the antagonist). He behaves
towards her in an oppressive fashion as a Victorian father, and is conﬁdent in his rigorous discipline
over his family. The girl feels estranged from him due to her fear of him, but one night, she has a
nightmare and her father calms her. Afterwards little by little she grows closer to her father. As for
M , she rebelled against her father, a typical Victorian father, and ran away from him to live
alone in London. Unfortunately, however, she su ered from one disease after another and was hurt
deeply. Through such experiences, she started to look at her memories of her family life in New
Zealand as precious, and she gradually recognized and accepted her father as he was. The girl in the
story has a turning point and comes across a kind of revelation, and the author succeeds in
representing the girl’s delicate feelings and sentiments. That must be because the girl’s experiences
and feelings reﬂect the author’s. In this paper, by closely reading ‘The Little Girl,’ I clarify M ’s
starting point as an author whose creativity blossomed from the self-awareness she gained by writing
about her memories of her family.
: New Zealand, family, Victorian moral, father, daughter
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Revelation in ‘The Little Girl’ by K. Mansﬁeld
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